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 ご利用の皆さまへ 

 

平素より、下田ロープウェイをご利用いただきまして誠にありがとうございます。 

 

本報告書は、鉄道事業法に基づき、２０２４年度における輸送の安全を確保するための取り

組みについて振り返り、見直しを図るとともに、広く皆さまにご理解をいただくために公表させ

ていただいております。 

 

おかげをもちまして、弊社は、１９６１年１１月の開業以来、索道の責任事故を発生させており

ません。安全最優先の原則により、役職員一丸となって責任事故皆無の継続に努めておりま

す。 

 

新型コロナウイルスは、５類感染症に変更され、行動制限が行われなくなりましたが、引き続

き感染防止対策を含め皆様に安心して、ご利用いただくための輸送サービスを提供する所存

でございます。ご意見等頂戴いただければ幸甚でございます。 

 

今後とも、弊社事業にご理解、ご協力を賜りますようお願い申しあげます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２５年９月 

下田ロープウェイ株式会社 

取締役社長 比企 恒裕 
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１．安全基本方針と安全目標 

 

（１） 安全基本方針 

弊社は安全の確保を第一の責務とし、｢安全基本方針」を定め、社長以下関係従業員に

周知・徹底しています。 

  

① 一致協力して輸送の安全の確保に努めること。 

② 輸送の安全に関する法令および関連する規程をよく理解するとともにこれを遵守し、厳

正、忠実に職務を遂行すること。 

③ 常に輸送の安全に関する状況を理解するよう努めること。 

④ 職務の実施に当たり、推測に頼らず確認の励行に努め、疑義のある時は最も安全と思

われる取り扱いをすること。 

⑤ 事故・災害等が発生したときは、人命救助を最優先に行動し、すみやかに安全適切な

処置をとること。 

⑥ 情報は漏れなく迅速、正確に伝え、透明性を確保すること。 

⑦ 常に問題意識を持ち、必要な変革に取り組むよう努めること。 

 

（２） 安全目標 

安全目標を定め、５年毎に見直しています。 

２０２０～２０２４年度の安全目標および２０２４年度の実績は次のとおりです。 

 

安全目標および２０２４年度の実績 

区 分 安全目標 細 目 ２０２４年度の実績 

定量的な

目    標 

設備不具合による事故防止 
事故を発生

させない 

設備不具合による事故は

ありませんでした 

人身障害事故防止 
事故を発生 

させない 

人身障害事故はありませ

んでした 

※ 事故を発生させないための具体的な取り組みを後述しております。 
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２．輸送の安全確保のための取り組み 

 

（１） 経営トップの取り組み 

社長は、定期的に社内各部門を巡視し、保守点検実施状況を確認するとともに、従業

員とのコミュニケーションを図り、輸送の安全確保に積極的に取り組み、事故の未然防

止・不具合等があるかなど、対応手順等の再確認に努めました。 

安全統括管理者は、グループ会社のコンプライアンス会議などを通じて安全優先の原

則を再確認するとともに、安全目標達成のため社内各部門の巡視、従業員の監督指導

に努めました。 

 

〈社長の社内巡回状況〉 

   

          （機械室の巡回）                  （機械室の巡回） 

 

（２） 安全に関する教育・訓練 

索道技術管理者は、国土交通省主催の索道技術管理者研修会に出席し、資質向上を

図り、索道輸送の安全を確保することを目的に、索道運転事故等の分析や事故防止対策、

その他安全に関する最新の知見を入手、その内容を関係係員に周知・共有し安全管理に

活用いたしました。 

また、１２月２６日に実施した「異常時対応訓練」では、大規模災害や大規模停電などを

想定し、全従業員を対象に応急下降器取り扱い、避難誘導にて索道の運行異常時の取り

扱い確認、また津波を想定して指定避難場所への迅速な誘導が出来るかの確認など異常

時における対応方法の再確認・共有をいたしました。 

また、非常通報訓練および消火対応訓練、不審者・不審物を発見した対処方法を確認

いたしました。 
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①  応急下降器取り扱い訓練  

索道が運行中に停止し、運行再開できない場合、応急下降器により搬器内のお客さま

を安全かつ的確に地上に救出するための実施訓練を行いました。 

搬器から地上に垂下させたロープを伝って搬器に急行した救助員は、応急下降器によ

りお客さまを地上へ救出、安全な場所まで誘導する対応を確認いたしました。 

    

  （応急下降器により搬器から救出）          （応急下降器により地上へ降下） 

 

②  避難誘導訓練 

山頂施設（テナント含む）の従業員を対象に、お客さまを下山用道路近傍の車寄せま

で避難誘導し、自動車にて山麓まで移動する対応を確認いたしました。 

   

（山頂車寄せまで避難誘導）           （車寄せから自動車で下山） 
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③ 津波避難誘導訓練 

  山麓施設の従業員を対象に、お客さまの津波避難誘導を下田市指定の避難場所へ 

移動する対応の確認をいたしました。 

   

      （指定避難場所へ誘導）            （指定避難場所での状況説明） 

 

④ 非常通報および消火器取り扱い訓練 

マニュアルに基づき消防署（１１９番）への通報訓練を行うとともに、消火器の取り扱い

方法および設置場所の確認、また不審者・不審物を発見した対処方法の確認を行いま

した。 

       

（消火器取り扱い方法の説明）      （不審物・不審者に対する対応方法の説明） 

 

⑤ 安否確認および非常呼び出し訓練 

９月２日、大規模地震が発生した想定にて、全役職員を対象に安否確認および非常

呼び出し訓練を実施し、その結果を関係会社に報告するなど、異常時の関係各所への

連絡通報体制を再確認いたしました。 
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（３） 安全に関する投資と支出等 （設備不具合による事故を防止するための取り組み） 

輸送の安全確保のため、法令に基づき、計画的に設備の改修、点検・整備を行っていま

す。２０２４年度の主な取り組みは次のとおりです。 

 

① 支索点検 【２０２４年７月】 

支索の断線検査を行いました。 

      ロープテスタ検出器を使い断線を検出する点検です。検査結果は１号車側・２号車

側とも断線はありませんでした。 

     

         （検査機器の取付け）                 （検査記録機器） 

 

 

② 軸受振動検査 【２０２４年９月】 

     索道施設の滑車の軸受に伝わる振動を計測し、検査データを蓄積することで設備 

   異常等の客観的な判断の指標としております。検査結果は異常ありませんでした。 

   

          （山頂機械室内計測）              （山頂機械室内計測） 
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③ えい索・平衡索交換工事 【２０２４年１２月】 

えい索・平衡索の交換工事を行いました。 

えい索・平衡索は搬器を支える重要なロープです。金属疲労で断線が発生する可能

性がありますので、安全運行維持のため交換工事を行いました。 

   

        （新ロープの搬入）                  （新ロープの延線） 

 

④ 磁粉探傷検査 【２０２４年１２月】 

設備の表面および表面近傍の欠陥を探傷するため、磁場を加えて磁粉を磁化し、欠   

陥部に磁粉模様を観察して欠陥を検出する方法で検査を行いました。検査結果は欠陥

無く、異常はありませんでした。 

   

        （検査個所の下準備）                   （検査状況） 

 

⑤ 搬器（１号車・２号車）窓交換 【２０２５年１月】 

搬器（１号車・２号車）の窓を交換いたしました。 

 窓の劣化により搬器内からの展望が悪くなり、サービス低下につながりますので交換 

いたしました。 
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（４） ヒヤリ・ハット等情報の活用による業務改善等 

業務中のヒヤリ・ハット情報や気づきに関する情報は、経営トップ以下監督者が参加する 

毎月の会議の定例議題とし、業務改善・安全性向上に資する取り組みとしました。 

 

（５） 新型コロナウイルス感染防止 

   新型コロナウイルス感染防止のため、消毒液の設置、施設内・搬器内の定期的な消毒、

従業員出勤時の体温測定および体調申告、ならびに勤務中の従業員のマスク着用（例外

あり）としています。 

今後の動向に応じ、適時適切に対応を見直してまいります。 

 

３．事故等の発生状況とその再発防止措置 

 

（１） 索道運転事故等、インシデント（事故の兆候） 

索道運転事故、電気事故およびインシデントはありませんでした。 

 

（２） 災害 （地震や暴風雨、豪雪など）などによる運行停止 

災害による運行停止はありませんでした。なお、強風、雷の影響により、運行の安全確保 

のため、終日運休を含め４５日、延べ２１４時間４５分運行を停止いたしました。 

 

（３）その他の輸送障害（事故・災害以外での運休事象）および速報 

   営業終了後の設備点検にて、緊張索支持部品（ローラーチェーンピンボルト・ボルトナット）

固定用ボルトナットの脱落およびピンボルト折損が発生いたしました。 

詳細につきましては、以下の通りです。 

① 緊張索支持部品（ローラーチェーンボルトナット）固定用ボルトナットの脱落 

【発生日時】 

２０２５年 2月 9日（日） １７：０５頃 

【概況】 

営業終了後、設備点検中の係員が当該部品の脱落を確認 

緊張索荷重の変位により緊張索支持部品（ローラーチェーン部）が下地金属板との間で

固渋、左右の繰り返し応力によりローラーチェーン取り付け部のボルトナットがピンボルト

から脱落 

【対応】 

固渋の直接原因である下地金属板のバリ高を２㎜から１㎜に整正し解消 

【運休期間】 

２０２５年２月１０日（月）～２０２５年２月１４日（金）の終日 計５日間、 延べ４０時間 
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② 緊張索支持部品（ローラーチェーンピンボルト）固定用ピンボルトの折損（速報） 

【発生日時】 

２０２５年４月１日（火） １７：０５頃 

【概況】 

営業終了後、設備点検中の係員が当該部品のピンボルト折損を確認 

ローラーチェーン部の底面にあるプレートが変形し金属バリの生成を認めたことから、この

バリの高さ相当分ローラーチェーンが押し上げられ、縦方向の応力によりローラーを貫通

しているピンボルトの折損に至った。 

【対応】 

直接原因であるプレート金属板のバリ高５．４㎜を除去。 

【運休期間】 

２０２５年４月２日（水）～２０２５年４月５日（土）の終日 計４日間、延べ３３時間 

 

再発防止として、ボルトナットの状態確認の視認性を高めるため、塗油する油種を変更した

ほか、ボルトナットの交換頻度の短縮化と経年劣化が確認された部品の交換を計画し、２０２

５年度に実施いたします。 

お客さまおよび関係する皆さまには、ご心配とご迷惑をお掛けし、深くお詫び申し上げます。 

当社は本事案を厳粛に受け止め、今後、全社を挙げて再発防止に取り組んでまいります。 

 

（４） 行政指導等 

行政指導等はありませんでした。 
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４．当社の安全管理体制 

 

社長をトップとする安全管理体制を構築し、各責任者の責務を明確にしています。 

２０２５年３月現在 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【凡例】 １．破線内は事業運営上重要な会議に出席する者を示す 

２．二重枠線は鉄道事業法に基づき選任すべき役職を示す 

＜各責任者の責務＞ 

責 任 者 責 務 

社        長 索道事業の輸送の安全の確保に関する最終責任を負う 

安 全 統 括 管 理 者 索道事業の輸送の安全の確保に関する業務を統括する 

取締役または顧問および 

総務・経理担当支配人  

輸送の安全確保に必要な設備投資、人事、財務に関する

業務を統括する 

索 道 技 術 管 理 者 

安全統括管理者の指揮の下、索道の運行の管理、索道施

設の保守の管理、その他の技術上および係員教育等の事

項に関する業務を統括管理する 

索 道 技 術 管 理 員 
索道技術管理者の指揮の下、索道技術管理者の行う業務

を補助する 

 

社  長 

安全統括管理者 

取締役または顧問 

駅  長 

索道技術管理員 

索道技術管理者 

総務・経理担当支配人 

乗客掛 技術掛 
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５．ご利用の際のお願い 

 

（１） ロープウェイのご利用について 

搬器にご乗車の際は揺れ防止のため、お静かにお願いいたします。運行中に停電・故

障等により搬器が急停車する場合がありますので手すりにおつかまり下さい。 

また、搬器から乗り降りの際は、足元にお気を付けいただきますようお願いいたします。 

なお、非常時は、係員の指示に従ってください。 

 

 

（２） エスカレーターのご利用について 

エスカレーターを安全に快適にご利用いただくために下記の事項にご注意ください。 

・ 手すりベルトをつかみ、ステップの黄色い線の内側にお乗りください 

・ お子様は必ず保護者が手をつないでお乗りください 

・ 両手に荷物を持ったまま乗らないでください 

・ 携帯電話を見ながらのご利用は転倒のおそれがあるのでおやめ下さい 

・ 雨の日はステップが濡れていて足元がすべりやすくなっているのでご注意ください 

・ ベビーカーなどは転倒、転落のおそれがあるのでそのまま乗せないでください 

                                         

（エスカレーターの注意事項）               （エスカレーター乗車口） 
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６．お客さまの声をお聞かせください 

  

弊社の安全に関する取り組みにご意見をお寄せください。より安全・安心な索道事業を目指

し、皆さまからお寄せいただいた声を経営に反映させるよう積極的に取り組んでおります。 

あわせて、本報告書へのご感想、弊社の取り組み全般に対するご意見等をお寄せ下されば

幸甚でございます。 

 

会 社 名  下田ロープウェイ株式会社 

郵 便 番 号  ４１５－００３５ 

住 所  静岡県下田市東本郷一丁目３番２号 

連 絡 先  ＴＥＬ：０５５８－２２－１２１１ ／ ＦＡＸ：０５５８－２３－０９００ 

電 子 メ ー ル  nesugata@ropeway.co.jp 

電 話 受 付      ９：００～１６：００ とさせていただきます。 

 


